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め
に
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本
原
理
』
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出
版
過
程

３
　『
基
本
原
理
』
第
一
巻
各
版
の
構
成

４
　
お
わ
り
に

１
　
は
じ
め
に

筆
者
は
、
前
稿
「
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
と
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業

お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』」（
川
又
、
二
〇
一
七
）
に
お
い
て
、

ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
（Joseph von 

S
onnenfels. 1733-1817

）
の
主
著
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ

び
財
政
の
基
本
原
理
』（
以
下
『
基
本
原
理
』
と
略
記
す
る
）
の

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、

商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』
第
一
巻
の
改
訂
に
つ
い
て

─
第
一
巻
第
四
版
（
一
七
七
四
年
）
の
発
見
と
あ
わ
せ
て

─
川

　
　又

　
　
　
　
　祐

資

　料

（
九
七
一
）



政
経
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究

　第
五
十
六
巻
第
三
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
一
八

構
成
さ
れ
る
が
、『
基
本
原
理
』
の
構
成
は
、
こ
の
三
つ
の
区
分

に
お
お
む
ね
対
応
し
て
い
る
。

さ
て
、
法
制
史
家
Ｗ
・
オ
グ
リ
ス
（W

erner O
gris. 1935-

2015

）
は
、
二
〇
〇
三
年
に
『
基
本
原
理
』
第
一
巻
の
第
五
・
増

訂
版
（
一
七
八
七
年
）
を
復
刻
し
た
際
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

た
。「

こ
の
〔
復
刻
〕
版
に
つ
い
て

こ
の
版
で
は
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス

の
、
三
部
か
ら
成
る
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
、
財
政
（
学
）

の
基
本
原
理
』
第
一
巻
の
（
現
代
化
さ
れ
た
）
復
刻
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
一
七
六
五
年
か
ら
一
八
二
二
年

の
間
に
全
部
で
八
版
を
数
え
た
。
そ
の
最
後
の
版
は
、
著
者

が
亡
く
な
っ
た
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
。
三
部
の
そ
れ
ぞ
れ

─
一
、
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
二
、
商
業
、
三
、
財
政

─
に

よ
っ
て
、
一
つ
の
完
結
し
た
全
体
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
初

版
も
後
の
版
も
、
そ
の
都
度
、
数
巻
に
分
け
て
、
ま
た
時
に

は
数
年
に
わ
た
っ
て
、
出
版
さ
れ
て
い
る
。
第
一
巻
の
初
版

は
、
一
七
六
五
年
に

─
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財

政
学
の
原
理
。
政
治
学
研
究
の
手
引
き

（
２
）

』
と
い
う
表
題
で

出
版
の
歴
史
を
中
心
に
考
察
し
た
。
前
稿
刊
行
後
、
幸
運
に
も

『
基
本
原
理
』
第
一
巻
の
第
四
版
（
一
七
七
四
年
）
を
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
た
（
図
１

（
１
）

）。
こ
の
第
一
巻
第
四
版
は
、
こ
れ
ま
で

そ
の
存
在
が
、
学
界
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
第
一
巻
第
四
版
の
紹
介
と
、

『
基
本
原
理
』
構
成
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
後
期
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
、
後
期
官
房
学
派

の
代
表
者
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
一
七
二
七

年
、
ハ
レ
大
学
お
よ
び
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ァ
・
オ
ー

ダ
ー
大
学
に
官
房
学
の
講
座
が
開
設
さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で

は
、
ド
イ
ツ
か
ら
四
十
年
ほ
ど
遅
れ
て
、
一
七
六
三
年
十
月
三
一

日
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
（M

aria T
heresia. 1717-1780

）
が
、

ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
お
よ
び
官
房
学
の
講
座
を
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
導
入

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
最
初
の
担
当
教
授
に
任

命
さ
れ
た
の
が
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
で
あ
る
。
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の

『
基
本
原
理
』
は
、
彼
が
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
こ
う
し
た
官
房
学
の

講
座
を
講
義
す
る
際
の
教
科
書
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
。
教
科
書
は

三
巻
に
分
か
れ
、
第
一
巻
で
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
、
第
二
巻
で
商
業
学
、

第
三
巻
で
財
政
学
を
論
じ
て
い
る
。
広
義
の
官
房
学
は
、
ポ
リ

ツ
ァ
イ
学
、
経
済
学
（
商
業
学
）、
そ
し
て
財
政
学
の
三
つ
か
ら

（
九
七
二
）
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ポ
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、
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又
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図 1　『基本原理』第一巻第四版（1）　1774 年　トラットナー刊
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政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
三
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
二
〇

も
同
様
で
あ
る
。
こ
う
し
た
校
正
の
た
め
に
、

─
疑
念
が

あ
る
場
合
に
は

─
一
八
〇
四
年
の
第
七
版
が
対
照
・
比
較

目
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
間
違
っ
て
い
る
節
番
号
の
修
正

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
校
正
が
広
範
囲
に
わ
た
る
の
で
、
そ

の
場
合
に
は
除
外
し
て
あ
る
（
二
八
一
節
そ
し
て
三
一
一
節

［sic

］
か
つ
三
二
二
節
を
見
よ

（
５
）

）。

原
典
に
お
い
て
、
本
文
で
は
文
字
を
拡
大
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
注
記
で
は
肉
太
活
字
〔
ボ
ー
ル
ド
体
、

F
ettdruck

〕〔
を
使
用
す
る
こ
と
〕
に
よ
っ
て
、
強
調
が
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
箇
所
は
、
今
や
統
一
し
て
イ
タ

リ
ッ
ク
体
に
し
て
あ
る
。
原
典
で
は
、
そ
の
他
用
い
ら
れ
て

い
る
ひ
げ
文
字
（
フ
ラ
ク
ト
ゥ
ー
ル
）
に
代
え
て
ロ
ー
マ
ン

体
（A

ntiqua

）
に
さ
れ
て
い
る
外
国
語
、
と
り
わ
け
ラ
テ

ン
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
の
追
加
挿
入
句
に
つ
い
て
は
、

サ
ン
セ
リ
フ
体
（
ゴ
チ
ッ
ク
体
）
で
示
し
て
あ
る
。
ゾ
ネ
ン

フ
ェ
ル
ス
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
節
の
終
わ
り
に
、
ま
た
状
況
次

第
で
頁
の
中
央
に
置
い
た
注
記
は
、
そ
の
都
度
、
頁
末
尾
の

脚
注
に
変
更
し
て
あ
る
。
小
文
字
順
と
な
っ
て
い
る
注
記
の

数
え
方
（a, b ...

）
は
変
え
て
い
な
い
。
章
冒
頭
の
体
裁
は
、

統
一
し
て
、
第
一
章
を
手
本
に
し
て
い
る
。
目
次
（
七
頁
）

─
、
第
二
版
は
す
で
に
上
述
の
表
題
で
一
七
六
八
年
に
、

第
三
版
は
一
七
七
一
年
に
、
第0

四0

版
は

0

0

一
七
八
六

0

0

0

0

年0

に
、
第0

五0

版
は

0

0

一
七
八
七

0

0

0

0

年0

に
、
第0

六0

版
は

0

0

一
七
九
八

0

0

0

0

年0

に
、
第
七

版
は
一
八
〇
四
年
に
、
第
八
版
は
一
八
一
九
年
に
刊
行
さ
れ

て
い
る
〔
傍
点
筆
者
〕。

こ
の
〔
復
刻
〕
版
に
つ
い
て
は
、
一
七
八
七
年
の
第
五
版

を
用
い
た

（
３
）

。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
に

と
っ
て
、〔
彼
の
〕
公
的
な
名
声
と
、
君
主
制
の
（
法
）
政

治
に
対
す
る
影
響
力
と
が
最
高
と
な
っ
た
時
に
刊
行
さ
れ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
、
第
五
版
は
、
一
番
流
布
し
た
と

言
っ
て
よ
い
（
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
、
比
較
的
簡
単
に
利
用
で

き
る
）
も
の
で
あ
っ
た
。
第
五
版
は
、
皇
帝
・
国
王
の
宮
廷

書
籍
印
刷
業
者
、
大
書
籍
商
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ク
ル
ツ

ベ
ッ
ク
か
ら
、
八
折
り
本
、
五
五
二
頁

（
４
）

で
ウ
ィ
ー
ン
で
刊
行

さ
れ
、
表
題
頁
版
画
と
し
て
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
肖
像
画
が

登
場
し
て
い
る
。

原
典
の
表
記
法
や
句
読
点
は
、
大
体
に
お
い
て
保
持
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
、
明
白
な
、
そ
し
て
（
あ
る
い
は
）
意
味
を

混
乱
さ
せ
て
い
る
誤
植
は

─
暗
黙
の
裡
に

─
正
し
て
あ

る
。
節
の
番
号
間
違
い
や
、
注
記
の
配
列
や
順
序
の
間
違
い

（
九
七
四
）



ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』
第
一
巻
の
改
訂
に
つ
い
て
（
川
又
）

二
二
一

一
七
六
七
年
が
第
二
巻
の
刊
行
を
指
す
と
し
て
も
、
第
二
巻
は

一
七
六
九
年
の
刊
行
で
あ
る
。
そ
し
て
第
一
巻
第
二
版
の
刊
行
は

一
七
六
八
年
で
あ
り
、
一
七
六
九
年
と
は
そ
も
そ
も
合
致
し
な
い

（
８
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
ホ
ル
ツ
マ
ン
と
ポ
ァ
タ
イ
ム
、
そ
し
て
オ
グ

リ
ス
以
外
に
も
、
第
四
版
一
七
八
六
年
説
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
生
存
中
に
彼
を
紹
介
し
た
ツ
ィ
カ
ン

（Joh. Jak. H
einr. C

zikann

）
は
『
メ
ー
レ
ン
の
存
命
す
る
記

は
、
編
者
が
作
成
し
た
。・
・
・（O

gris, pp.299-300.

）」

オ
グ
リ
ス
は
、
誤
っ
た
最
後
の
節
番
号
（
段
落
番
号
）
四
三
二

に
合
わ
せ
る
形
で
、
節
番
号
の
付
け
替
え
を
し
た
上
で
復
刻
を

行
っ
て
い
る

（
６
）

。
な
お
、
こ
の
第
五
・
増
訂
版
原
典
に
は
、
節
の
通

し
番
号
の
ほ
か
、
頁
数
の
表
記
に
誤
記
が
見
ら
れ
る
。

２
　『
基
本
原
理
』
の
出
版
過
程

オ
グ
リ
ス
は
、『
基
本
原
理
』
の
書
誌
に
関
し
て
、
ホ
ル
ツ
マ

ン
（M

ichael H
olzm

ann

）
と
ポ
ァ
タ
イ
ム
（M
ax P

ortheim

）

の
論
稿
を
訂
正
す
る
形
で
、
記
述
し
て
い
る
（O

gris, pp.303-
308.

）。『
基
本
原
理
』
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
三
番
と
一
九

番
に
示
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。

ホ
ル
ツ
マ
ン
と
ポ
ァ
タ
イ
ム
は
、
版
数
と
し
て
は
第
八
版
の
み

を
表
記
し
て
い
る
。
版
数
を
逆
算
す
る
と
、
ホ
ル
ツ
マ
ン
と
ポ
ァ
タ

イ
ム
も
第
四
版
を
一
七
八
六
年
と
考
え
て
い
る
と
解
し
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
ま
た
彼
ら
は
、
第
一
巻
初
版
が
一
七
六
五
年
か
ら
一
七
六
七

年
の
二
年
に
か
け
て
、
そ
の
後
第
二
版
が
一
七
六
九
年
に
、
さ
ら

に
第
三
版
は
一
七
七
一
年
か
ら
一
七
七
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
と
記

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
誤
記
で
あ
ろ
う
。
オ
グ
リ
ス
が
訂
正
し
て

い
る
よ
う
に
、
初
版
の
刊
行
は
一
七
六
五
年
で
あ
る
。
も
し
仮
に

表 1　ホルツマン=ポァタイムとオグリスの記述
Holzmann=Portheim, 
p.200.

Ogris, p.304.

13 .　Sätze aus der 
Polizei-, Handlungs- und 
Finanzwissenschaft. 8° 
Wien 1765.

13 .　Sätze aus der 
Polizey, Handlungs- und 
Finanz-Wissenschaft. 
Z u m  L e i t f a d e n  
d e r  a k a d e m i s c h e n 
Vorlesungen. 8° Wien 
1765.

19. Grundsätze der 
Polizei-Handlung［sic］ 
und Finanzwissenschaft. 
8° Wien 1765-1767. 
Wien 1769. Wien 1771-
1777. Wien 1786. Wien 
1787. Wien 1804-1805. 
Wien 1798. Wien 1819. 
8. Aufl. 3 Bde. Wien 
1822. Übersetzt von 
Prinz Heraklius. Tiflis 
1782（7）.

19. Grundsätze der 
Polizey, Handlungs, 
und Finanzwissenschaft. 
3 Bde. 8° Wien 1768. 
G r u n d s ä t z e  d e r 
Polizey, Handlungs, 
und Finanz. Wien 1771. 
Wien 1786. Wien 1787. 
Wien 1798. Wien 1804. 
Wien 1819. Übersetzt 
von Prinz Heraklius. 
Tiflis 1782（7）.

（
九
七
五
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
三
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
二
二

一
七
七
〇
年
（
ト
ラ
ッ
ト
ナ
ー
版
と
ク
ル
ツ
ベ
ッ
ク
版
の
二
種

類
）
と
、
一
七
七
七
年
と
に
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

し
て
第
四
版
は
、
今
回
入
手
さ
れ
た
原
典
に
よ
り
、
一
七
七
四
年

に
や
は
り
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
第
六
版

（
一
七
九
六
年
？

（
13
）

）
と
第
六
・
増
訂
版
（
一
七
九
八
年
）
は
区
別

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
題
の
第
一
巻
第
四
版
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
次
の
可
能
性
が

あ
る
。

①
一
七
八
六
年
刊
行
の
第
一
巻
を
、
実
際
に
は
第
五
・
増
訂
版

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
グ
リ
ス
た
ち
が
単
純
に
う
っ
か

り
と
表
題
頁
を
読
み
違
え
て
、
第
四
版
と
し
た
と
い
う
可
能
性
。

②
さ
ら
に
、
オ
グ
リ
ス
た
ち
が
一
七
八
六
年
刊
の
第
五
・
増
訂

版
の
存
在
を
知
ら
ず
、
第
七
版
、
第
八
版
に
記
載
さ
れ
て
い
る
第

四
版
序
言
（Z

ur vierten A
uflage

）（
年
号
な
し
）
が
、
第
五
・

増
訂
版
（
一
七
八
七
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
序
言
（
題
名
な
し
、

一
七
八
六
年
七
月
二
十
日
付
）
と
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
七
八
六
年
に
第
四
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
誤
っ
て

推
定
し
た
可
能
性
。

③
オ
グ
リ
ス
た
ち
が
実
際
に
一
七
八
六
年
刊
行
の
原
典
を
入
手

し
て
い
て
、
第
四
版
一
七
八
六
年
説
を
採
用
し
て
い
た
可
能
性
。

述
家
た
ち
』（
一
八
一
二
）
で
、
次
の
よ
う
に
第
四
版
を

一
七
八
六
年
と
し
て
い
る
。

「
10）
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
、
商
業
学
、
財
政
学
の
基
本
原
理
』。

三
部
。
ウ
ィ
ー
ン
、
一
七
六
五
年
か
ら
一
七
七
六
年

（
９
）

、
八
折

り
。
第
二
版
、
ウ
ィ
ー
ン
、
一
七
六
九
年
、
八
折
り

（
10
）

。
第
三

版
、
ウ
ィ
ー
ン
、
一
七
七
七
年
、
八
折
り
。
第
四
版
、

ウ
ィ
ー
ン
、
一
七
八
六
年
、
八
折
り
。
第
五
版
、
ウ
ィ
ー
ン
、

一
七
八
七
年
、
八
折
り
。
第
六
版
、
ウ
ィ
ー
ン
、
一
七
九
八

年
、
八
折
り
（C

zikann, pp.158-159 （
11
）.

）。」

さ
ら
に
一
八
一
八
年
の
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
追
悼
記
事
（「
副
総

裁
フ
ォ
ン
・
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
伝
」『
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ガ
ー
文
芸
新

聞
』）
で
も
や
は
り
、
第
四
版
を
一
七
八
六
年
と
し
て
い
る

（
12
）

。

オ
グ
リ
ス
は
、『
基
本
原
理
』
第
一
巻
の
刊
行
年
を
上
述
の
と

お
り
、
初
版
一
七
六
五
年
、
第
二
版
一
七
六
八
年
、
第
三
版

一
七
七
一
年
、
第
四
版
一
七
八
六
年
、
第
五
版
一
七
八
七
年
、
第

六
版
一
七
九
八
年
、
第
七
版
一
八
〇
四
年
、
第
八
版
一
八
一
九
年

と
し
て
い
る
。
し
か
し
一
七
七
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
実
は
、

第
一
巻
で
は
な
く
第
二
巻
で
あ
る
。
第
三
版
の
刊
行
年
は

（
九
七
六
）



ゾ
ネ
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フ
ェ
ル
ス
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』
第
一
巻
の
改
訂
に
つ
い
て
（
川
又
）

二
二
三

こ
の
③
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
一
七
八
六
年
に
、
筆
者
未
見

の
第
四
版
と
、
す
で
に
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
第
五
・
増
訂
版
が

同
時
に
刊
行
さ
れ
た
可
能
性
が
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

こ
こ
で
改
め
て
『
基
本
原
理
』
の
刊
行
年
と
出
版
者
（
社
）
を

表
２
に
ま
と
め
て
お
く
。

本
書
の
出
版
に
携
わ
っ
た
の
は
、

ト
ラ
ッ
ト
ナ
ー
（Johann T

hom
as E

dler von T
rattner. 

1717-1798

）

ク
ル
ツ
ベ
ッ
ク
（Joseph E

dler / R
itter von K

urzböck. 
1736-1792

）

Ｊ
・
カ
メ
ジ
ー
ナ
（Joseph C

am
esina. ?-1827

）

Ａ
・
カ
メ
ジ
ー
ナ
（A

lbert C
am

esina. 1770-1837

）

ホ
イ
プ
ナ
ー
（Johann G

ottlieb H
eubner. 1778-1859

）

フ
ォ
ル
ケ
（F

riedrich V
olke. 1780-1830

）

の
六
人
で
あ
る

（
14
）

。

『
基
本
原
理
』
の
表
題
頁
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
出
版
者

の
肩
書
は
次
の
表
３
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Ａ
・
カ
メ
ジ
ー
ナ
、
ホ
イ
プ
ナ
ー
そ
し
て
フ
ォ
ル
ケ
を
除
い
て
、

上
述
の
人
物
た
ち
は
、
皇
帝
と
の
自
ら
の
近
し
い
関
係
を
誇
示
し

て
い
る
。

表 2　『基本原理』刊行年と出版者（社）
刊行年 第 1 巻 第 2 巻 第 3 巻

1765 初版　トラットナー

1768 第 2・増訂版　トラットナー（ 8 ）

1769 初版　トラットナー

1770
第 3 版

トラットナー　クルツベック

1771 増訂版　クルツベック

1774 第 4 版　トラットナー

1776 初版　クルツベック

1777 第 3 版　クルツベック

1786 第 5・増訂版　クルツベック

1787 第 5・増訂版　クルツベック 第 5・増訂版　クルツベック 第 5・増訂版　クルツベック

［1796？］（13） 第 6 版　A. カメジーナ
（刊行年記載なし）

第 6 版　A. カメジーナ
（刊行年記載なし）

第 6 版　A. カメジーナ
（刊行年記載なし）

1798 第 6・増訂版　J. カメジーナ 第 6・増訂版　J. カメジーナ
第 6・増訂版

J. カメジーナ（刊行年記載なし）

1804 第 7・改訂版　カメジーナ社 第 7・改訂版
A. カメジーナ（刊行年記載なし）1805 第 7・改訂版　カメジーナ社

1819 第 8 版　ホイプナー　フォルケ

1822 第 8 版　フォルケ 第 8 版　フォルケ

（
九
七
七
）
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五
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六
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第
三
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
二
四

３
　『
基
本
原
理
』
第
一
巻
各
版
の
構
成

こ
こ
で
新
た
に
入
手
さ
れ
た
『
基
本
原
理
』
第
四
版

（
一
七
七
四
年
）
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
第
四
版
の
書
誌
を
確
認

し
よ
う

（
15
）

。

第
四
版
は
八
折
り
本
で
、
全
四
〇
四
頁
と
な
っ
て
い
る
。
表
題

頁
（
図
１
）
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
ト
ラ
ッ
ト
ナ
ー
は
、
こ
の

第
四
版
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
出
版
形
式
を
守
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
す
な
わ
ち
、
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
身
分
、
書
名
を
記
し
た

後
、
小
屋
で
、
老
人
男
性
が
燭
台
の
傍
ら
、
足
元
に
地
球
儀
を
置

き
な
が
ら
、
左
手
に
ペ
ン
を
握
り
、
右
手
を
口
元
に
添
え
て
い
る

図
（
こ
の
ヴ
ィ
ネ
ッ
ト
に
作
者
署
名
は
な
い
）
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
モ
ッ
ト
ー
、“Inglorius dum

 utilis. ”

「
有
用
に
な
る
ま

で
は
、
無
名
」
が
帯
に
記
さ
れ
、
そ
の
帯
は
風
で
は
た
め
い
て
い

る
。
ク
ル
ツ
ベ
ッ
ク
も
ま
た
、
こ
の
モ
ッ
ト
ー
を
表
題
頁
に
掲
げ

て
い
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。

こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ト
ラ
ッ
ト
ナ
ー
は
、

『
基
本
原
理
』
第
一
巻
初
版
（
一
七
六
五
）、
第
二
巻
初
版

（
一
七
六
九
）、
第
一
巻
第
三
版
（
一
七
七
〇
）、
そ
し
て
第
一
巻

第
四
版
（
一
七
七
四
）、
計
四
点
の
出
版
を
引
き
受
け
て
い
る
。

表 3　『基本原理』出版者の肩書

出版者 肩書

Trattner
Ka i s e r l .  k ö n i g l .  Ho f bu chd ru ck e r  u nd 
Buchhändler
皇帝・国王の宮廷書籍印刷業者、書籍商

Joseph Kurtzböck

Universitätsbuchdrucker
大学書籍印刷業者
K. k. illyrisch- und orientalischen Hof- wie auch 
N. Oe. Landschafts- und Universitätsbuchdrucker
皇帝・国王のイリュリア語や東方言語の宮廷並び
にオーストリア国家の領邦・大学書籍印刷業者

Joseph Edler von Kurzböck
K. k. Hofbuchdrucker Groß- und Buchhändler
皇帝・国王の宮廷書籍印刷業者、大書籍商

Albert Camesina
Buchhändler
書籍商

［Joseph Camesina］（1798 年）
［K. k. privat. Buchhändl.］
［皇帝・国王の私設書籍商］

Heubner, Volke 特に記述なし

（
九
七
八
）
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よ
び
財
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本
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』
第
一
巻
の
改
訂
に
つ
い
て
（
川
又
）

二
二
五

ク
両
者
が
と
も
に
表
題
頁
に
記
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ゾ
ネ

ン
フ
ェ
ル
ス
の
意
向
が
大
き
く
働
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。
た
だ
し
、
ト
ラ
ッ
ト
ナ
ー
は
第
二
巻
初
版
（
一
七
六
九
）

に
お
い
て
（
図
２
）、
別
の
モ
ッ
ト
ー “A

ltius. ”

「
高
み
へ
」 

と 
“L

avore et favore. ”

「
勤
勉
と
好
意
と
に
よ
っ
て
」
を
表
題
頁

に
記
載
し
て
い
る
。

次
に
、『
基
本
原
理
』
第
一
巻
各
版
の
構
成
と
節
番
号
（
段
落

番
号
）
に
つ
い
て
言
及
し
よ
う
（
節
番
号
に
見
ら
れ
た
混
乱
は
表

中
で
訂
正
し
て
い
る
。
ま
た
第
六
版
の
構
成
、
節
番
号
は
、
九
州

大
学
所
蔵
本
を
確
認
し
て
い
な
い
の
で
、
表
に
記
載
し
て
い
な
い
）。

初
版
は
、
一
七
六
五
年
九
月
二
〇
日
付
の
初
版
序
言
（
題
名
な

し
）
の
後
、「
全
体
の
序
論
」（
ル
ソ
ー
「
政
治
経
済
論
」
か
ら
の

引
用

（
16
）

、
Ⅰ
国
家
学
の
領
域
区
分
、
Ⅱ
国
家
学
の
、
そ
し
て
そ
れ
ら

の
領
域
の
主
要
原
理
）
と
、
本
論
で
あ
る
「
ポ
リ
ツ
ァ
イ
」（
ル

ソ
ー
「
政
治
経
済
論
」
か
ら
の
引
用

（
17
）

、
序
論
、
対
内
的
な
公
的
安

全
〔
Ⅰ
個
々
の
等
族
や
市
民
の
力
と
国
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

ま
た
こ
こ
で
必
要
と
な
る
、
ポ
リ
ツ
ァ
イ
の
注
意
点
に
つ
い
て
〕、

対
内
的
な
私
的
安
全
〔
Ⅰ
行
動
の
安
全
お
よ
び
そ
れ
と
関
連
の
あ

る
市
民
の
自
由
に
つ
い
て
、
Ⅱ
道
徳
の
状
態
に
つ
い
て
、
そ
し
て

市
民
の
理
性
や
性
質
を
形
成
す
る
こ
と
に
対
す
る
ポ
リ
ツ
ァ
イ
の

そ
れ
に
対
し
て
ク
ル
ツ
ベ
ッ
ク

は
、『
基
本
原
理
』
第
一
巻
第

二
・
増
訂
版
（
一
七
六
八
）、

第
一
巻
第
三
版
（
一
七
七
〇
）、

第
二
巻
増
訂
版
（
一
七
七
一
）、

第
三
巻
初
版
（
一
七
七
六
）、

第
一
巻
第
三
版
（
一
七
七
七
）、

第
一
巻
第
五
・
増
訂
版

（
一
七
八
六
）、
第
一
巻
第
五
・

増
訂
版
（
一
七
八
七
）、
第
二
巻

第
五
・
増
訂
版
（
一
七
八
七
）、

第
三
巻
第
五
・
増
訂
版

（
一
七
八
七
）、
計
九
点
の
出
版

を
引
き
受
け
て
い
る
。
ト
ラ
ッ

ト
ナ
ー
と
ク
ル
ツ
ベ
ッ
ク
両
者

の
ヴ
ィ
ネ
ッ
ト
は
、
構
図
は
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
部
分
的
に

異
な
っ
て
い
る
。
モ
ッ
ト
ー 

“Inglorius dum
 utilis. ” 

は
、

ト
ラ
ッ
ト
ナ
ー
と
ク
ル
ツ
ベ
ッ

『基本原理』第一巻第四版の書誌

Josephs von Sonnenfels, kaiserl. königl. wirkl. N. Oe. Regierungsraths, 
ordent l ichen ,  öf fent l ichen Lehrers  der Pol izey ,  Handlung und 
Finanzwissenschaft Grundsätze der Polizey, Handlung und Finanzwissenschaft. 
Erster Theil, Vierte Auflage. WIEN, gedruckt bey Johann Thomas Edlen von 
Trattnern, k. k. Hofbuchdruckern und Buchhändlern. 1774.

［12］, ［1］, 2-20, ［21-23］, 24-303,302-303［i.e. 304-305］, 306-404 p.
Signature: ）（6
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本
原
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巻
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改
訂
に
つ
い
て
（
川
又
）

二
二
七

表
4　
初
版
の
構
成
と
節
番
号

1765
構

成
節

番
号

表
題

頁
〔

初
版

序
言

〕
1765

年
9

月
20

日
全

体
の

序
論

　
ル

ソ
ー

か
ら

の
引

用
全

体
の

序
論

　
Ⅰ

 国
家

学
の

領
域

区
分

1-20.
　

Ⅱ
 国

家
学

の
、

そ
し

て
そ

れ
ら

の
領

域
の

主
要

原
理

21-28.
ポ

リ
ツ

ァ
イ

　
ル

ソ
ー

か
ら

の
引

用
　

序
論

29-41.
　

対
内

的
な

公
的

安
全

　
　

Ⅰ
  個

々
の

等
族

や
市

民
の

力
と

国
家

と
の

関
係

に
つ

い
て

、
ま

た
こ

こ
で

必
要

と
な

る
、

ポ
リ

ツ
ァ

イ
の

注
意

点
に

つ
い

て
42-62.

　
対

内
的

な
私

的
安

全
　

　
Ⅰ

 行
動

の
安

全
お

よ
び

そ
れ

と
関

連
の

あ
る

市
民

の
自

由
に

つ
い

て
63-70.

　
　

Ⅱ
  道

徳
の

状
態

に
つ

い
て

、
そ

し
て

市
民

の
理

性
や

性
質

を
形

成
す

る
こ

と
に

対
す

る
ポ

リ
ツ

ァ
イ

の
配

慮
に

つ
い

て
71-123. 

　
　

Ⅲ
  対

内
的

な
私

的
安

全
の

管
理

に
さ

ら
に

綿
密

に
関

連
す

る
法

律
に

つ
い

て
124-126.

　
　

　
個

人
の

安
全

127-220.
　

　
　

名
誉

の
保

証
221-233.

　
　

　
財

産
の

保
障

234-270.
　

　
Ⅳ

 対
内

的
な

私
的

安
全

を
管

理
す

る
制

度
271-297.

（
九
八
一
）
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二
二
八

表
5　
第
二
・
増
訂
版
、
第
三
版
、
第
四
版
の
構
成
と
節
番
号

1768
★

 1770 1774
＊

 1777
＊

構
成

節
番

号
表

題
頁

ロ
ー

マ
皇

帝
ヨ

ー
ゼ

フ
2

世
へ

の
献

辞
〔

初
版

序
言

〕
1765

年
9

月
20

日
第

2
版

〔
序

言
〕

1768
年

6
月

30
日

★
全

体
の

序
論

　
ル

ソ
ー

か
ら

の
引

用
全

体
の

序
論

　
Ⅰ

 国
家

学
の

領
域

区
分

1-20.
　

Ⅱ
  国

家
学

の
、

そ
し

て
そ

れ
ら

の
領

域
の

主
要

原
理

／
国

家
学

の
主

要
原

理
と

そ
れ

ら
の

領
域

＊
21-28.

ポ
リ

ツ
ァ

イ
　

ル
ソ

ー
か

ら
の

引
用

　
序

論
　

29-41.
　

対
内

的
な

公
的

安
全

　
　

　
個

々
の

等
族

や
市

民
の

力
と

国
家

と
の

関
係

に
つ

い
て

、
ま

た
こ

こ
で

必
要

と
な

る
、

ポ
リ

ツ
ァ

イ
の

注
意

点
に

つ
い

て
42-72.

　
対

内
的

な
私

的
安

全
　

　
Ⅰ

 行
動

の
安

全
あ

る
い

は
市

民
の

自
由

に
つ

い
て

73-87.
　

　
Ⅱ

  道
徳

の
状

態
に

つ
い

て
、

そ
し

て
市

民
の

理
性

や
性

質
を

形
成

す
る

こ
と

に
対

す
る

ポ
リ

ツ
ァ

イ
の

配
慮

に
つ

い
て

88-145.
　

　
Ⅲ

  対
内

的
な

私
的

安
全

の
管

理
に

さ
ら

に
綿

密
に

関
連

す
る

法
律

に
つ

い
て

146-148.
　

　
　

個
人

の
安

全
149-251.

　
　

　
名

誉
の

保
証

252-264.
　

　
　

財
産

の
保

証
265-306.

　
　

Ⅳ
 対

内
的

な
私

的
安

全
を

管
理

す
る

制
度

に
つ

い
て

307-352

★
第

二
版

序
言

は
1770

年
版

、
1774

年
版

、
1777

年
版

に
は

記
載

さ
れ

て
い

な
い

。
＊

1774
年

版
と

1777
年

版
は

「
Ⅱ

国
家

学
の

主
要

原
理

と
そ

れ
ら

の
領

域
」

と
な

っ
て

い
る

。

（
九
八
二
）



ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』
第
一
巻
の
改
訂
に
つ
い
て
（
川
又
）

二
二
九

表
6　
第
五
・
増
訂
版
、
第
六
・
増
訂
版
、
第
七
・
改
訂
版
、
第
八
版
の
構
成
と
節
番
号

1786 1787 1798
1805 1819

構
成

節
番

号
節

番
号

表
題

頁
　

肖
像

画
：

モ
ン

テ
ス

キ
ュ

ー
キ

ケ
ロ

か
ら

の
引

用
〔

初
版

序
言

〕
年

号
な

し
〔

序
言

〕
1786

年
7

月
20

日
全

体
の

序
論

　
リ

チ
ャ

ー
ド

・
ヘ

イ
か

ら
の

引
用

全
体

の
序

論
　

Ⅰ
  国

家
学

の
領

域
区

分
1-22.

1-22.
　

Ⅱ
  国

家
学

の
、

そ
し

て
そ

れ
ら

の
領

域
の

主
要

原
理

23-31.
23-31.

　
Ⅲ

  人
口

を
計

算
す

る
方

法
32-42.

32-42.
序

論
　

　
ポ

リ
ツ

ァ
イ

の
最

も
単

純
な

概
念

、
お

よ
び

ポ
リ

ツ
ァ

イ
が

論
述

さ
れ

る
概

要
43-60.

43-60.
Ⅰ

  道
徳

の
状

態
に

対
す

る
注

意
点

に
つ

い
て

61-123.
61-123.

Ⅱ
  立

法
に

関
す

る
高

等
概

念
を

生
み

出
す

手
段

に
つ

い
て

124-135.
124-135.

Ⅲ
  国

家
の

権
限

に
対

し
て

、
個

人
の

権
限

を
従

属
的

均
衡

の
中

で
維

持
す

る
配

慮
に

つ
い

て
136-156.

136-156.

［
Ⅳ

］ 行
動

の
安

全
に

つ
い

て
157-175.

157-175.

Ⅴ
  個

人
の

安
全

に
つ

い
て

176-239, 238-281［
i.e. 240-283］, 

281-293［
i.e. 284-296］.

176-239, 238-293［
i.e. 240-295］, 

293［
i.e. 296］.

Ⅵ
  名

誉
の

保
証

294-304［
i.e. 297-307］.

 

Ⅶ
  財

産
の

保
証

305-312［
i.e. 308-315］, 322-323［

i.e. 316-317］, 
415［

i.e. 318］
, 325-351［

i.e. 319-345］.
305-342［

i.e. 308-345］.

Ⅷ
  刑

罰
に

つ
い

て
352-388［

i.e. 346-382］.
343-379［

i.e. 346-382］.
Ⅸ

  対
内

的
な

安
全

を
管

理
す

る
制

度
に

つ
い

て
389-416［

i.e. 383-410］.
380-407［

i.e. 383-410］.
Ⅹ

  よ
り

大
き

な
事

件
に

お
け

る
制

度
の

利
用

417-432［
i.e. 411-426］.

408-423［
i.e. 411-426］.

（
九
八
三
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
三
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
三
〇

わ
ら
ず

─
削
除
さ
れ
る
。
第
四
版
ま
で
は
ル
ソ
ー
「
政
治
経
済

論
」
か
ら
引
用
文
が
二
か
所
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
キ
ケ
ロ

（
18
）

と

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ヘ
イ

（
19
）

か
ら
の
引
用
文
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
第
五
・
増
訂
版
（
一
七
八
六
年
、
一
七
八
七
年
）
に
は
と
も

に
、
題
名
の
記
載
が
な
い
序
言
が
二
つ
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と

つ
は
、
初
版
序
言
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
一
七
八
六
年
七
月

二
〇
日
付
の
序
言
で
あ
る
。

「
全
体
の
序
論
」
は
、
Ⅰ
国
家
学
の
領
域
区
分
、
Ⅱ
国
家
学
の
、

そ
し
て
そ
れ
ら
の
領
域
の
主
要
原
理
、
Ⅲ
人
口
を
計
算
す
る
方
法

の
三
章
と
な
る
。
本
論
の
「
ポ
リ
ツ
ァ
イ
」
は
、
序
論
（
ポ
リ

ツ
ァ
イ
の
最
も
単
純
な
概
念
、
お
よ
び
ポ
リ
ツ
ァ
イ
が
論
述
さ
れ

る
概
要
）
の
後
、
Ⅰ
道
徳
の
状
態
に
対
す
る
注
意
点
に
つ
い
て
、

Ⅱ
立
法
に
関
す
る
高
等
概
念
を
生
み
出
す
手
段
に
つ
い
て
、
Ⅲ
国

家
の
権
限
に
対
し
て
、
個
人
の
権
限
を
従
属
的
均
衡
の
中
で
維
持

す
る
配
慮
に
つ
い
て
、［
Ⅳ
］
行
動
の
安
全
に
つ
い
て
、
Ⅴ
個
人

の
安
全
に
つ
い
て
、
Ⅵ
名
誉
の
保
証
、
Ⅶ
財
産
の
保
証
、
Ⅷ
刑
罰

に
つ
い
て
、
Ⅸ
対
内
的
な
安
全
を
管
理
す
る
制
度
に
つ
い
て
、
Ⅹ

よ
り
大
き
な
事
件
に
お
け
る
制
度
の
利
用
、
と
い
う
十
章
に
細
分

化
さ
れ
た
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
節
番
号
に
関
し
て
も
、
第
四
版
ま

で
の
三
五
二
節
か
ら
四
二
六
節
（
本
文
で
は
四
三
二
と
誤
記
さ
れ

配
慮
に
つ
い
て
、
Ⅲ
対
内
的
な
私
的
安
全
の
管
理
に
さ
ら
に
綿
密

に
関
連
す
る
法
律
に
つ
い
て
【
個
人
の
安
全
、
名
誉
の
保
証
、
財

産
の
保
障
】、
Ⅳ
対
内
的
な
私
的
安
全
を
管
理
す
る
制
度
〕）
の
二

部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
節
番
号
は
二
九
七
で
あ
る
。

第
二
・
増
訂
版
、
第
三
版
（
一
七
七
〇
年
、
一
七
七
七
年
）、

第
四
版
に
は
、
ロ
ー
マ
皇
帝
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
へ
の
献
辞
が
追
加
さ

れ
る
。
そ
し
て
第
二
・
増
訂
版
に
は
題
名
な
し
の
初
版
序
言

（
一
七
六
五
年
九
月
二
〇
日
付
）
の
後
、
一
七
六
八
年
六
月
三
〇

日
付
の
第
二
版
序
言
（Z

ur zw
eiten A

uflage

）
が
記
さ
れ
て
い

る
（
第
三
版
、
第
四
版
に
は
、
初
版
序
言
は
あ
る
も
の
の
、
第

二
・
増
訂
版
序
言
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
）。
そ
し
て
第
二
・
増

訂
版
以
降
は
、
節
番
号
（
段
落
番
号
）
が
三
五
二
へ
と
増
や
さ
れ

て
い
る
。

第
五
・
増
訂
版
（
一
七
八
六
年
、
一
七
八
七
年
）
は
文
字
通
り
、

大
き
な
改
訂
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
第
六
・
増
訂
版
は
第
五
・
増

訂
版
の
構
成
を
引
き
継
い
で
い
る
（
第
六
版
は
上
述
の
通
り
確
認

し
て
い
な
い
）。
ま
ず
第
五
・
増
訂
版
で
は
、
表
題
頁
に
、
老
人

に
代
わ
っ
て
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
肖
像
が
登
場
す
る
（
あ
わ
せ
て
、

モ
ッ
ト
ー “Inglorius dum

 utilis. ”

も
削
除
さ
れ
る
）。
さ
ら
に

主
君
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
へ
の
献
辞
が

─
皇
帝
が
在
位
中
に
も
か
か

（
九
八
四
）



ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』
第
一
巻
の
改
訂
に
つ
い
て
（
川
又
）

二
三
一

身
は
、
第
七
版
序
言
に
お
い
て
第
五
版
へ
の
不
満
を
明
ら
か
に
し

て
い
た
）。
そ
の
理
由
は
、
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
に
よ
っ
て
本
論

「
ポ
リ
ツ
ァ
イ
」
が
文
字
通
り
大
幅
に
増
訂
さ
れ
た
の
が
第
五
・

増
訂
版
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
後
の
改
訂
も
わ
ず

か
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
れ
ら
の
表
か
ら
判
明
す
る
か
ら
で
あ
る

（
21
）

。

４
　
お
わ
り
に

『
基
本
原
理
』
は
、
オ
グ
リ
ス
の
指
摘
通
り
、
初
版

（
一
七
六
五
年
）
か
ら
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
没
後
の
第
八
版

（
一
八
一
九
、一
八
二
二
年
）
ま
で
を
数
え
、
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の

生
涯
と
と
も
に
歩
ん
だ
著
作
で
あ
っ
た
。
本
稿
に
よ
っ
て
、
ゾ
ネ

ン
フ
ェ
ル
ス
『
基
本
原
理
』
刊
行
の
歴
史
そ
し
て
構
成
と
節
番
号

に
新
た
な
光
を
投
影
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
と
こ
の
第
四
版
の
発
見
は
、
次
の
新
た
な
疑
問
を

生
じ
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

①
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
『
基
本
原
理
』
は
、
そ
の
初
期
に
お
い
て

ト
ラ
ッ
ト
ナ
ー
と
ク
ル
ツ
ベ
ッ
ク
の
二
人
に
よ
っ
て
、
刊
行
が
行

わ
れ
た
の
か
。
し
か
も
、
一
七
七
〇
年
に
ト
ラ
ッ
ト
ナ
ー
と
ク
ル

ツ
ベ
ッ
ク
が
別
々
に
第
一
巻
第
三
版
を
出
版
し
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。
逆
に
言
え
ば
、
ト
ラ
ッ
ト
ナ
ー
は
第
四
版
を
最
後
に
し
て
、

て
い
る
）
に
増
え
て
い
る

（
20
）

。

第
七
・
改
訂
版
、
第
八
版
で
は
、
初
版
序
言
（Z

ur ersten 
A

uflage
）、
第
四
版
序
言
（Z

ur vierten A
uflage

）、
そ
し
て

一
八
〇
四
年
二
月
五
日
付
の
第
七
版
序
言
（Z

ur siebenten 
A

uflage

）
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
の
第
四
版
序
言
は
、
上
述
の
と

お
り
、
第
五
・
増
訂
版
（
一
七
八
六
年
、
一
七
八
七
年
）
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
一
七
八
六
年
七
月
二
〇
日
付
の
序
言
と
全
く
同
じ
内

容
で
あ
る
。
第
七
版
序
言
で
ソ
ン
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
第
五
版
な
ど

に
不
満
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
版
で
は
「
不
注
意

が
支
配
」
し
、「
節
番
号
の
脱
落
や
飛
び
」、
行
の
ず
れ
が
あ
り
、

意
味
の
混
乱
、
概
念
の
矛
盾
が
生
じ
て
い
た
。
第
五
版
と
第
六
版

に
お
け
る
誤
り
を
正
す
こ
と
の
重
要
性
を
ソ
ン
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は

記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
七
・
改
訂
版
、
第
八
版
の
構
成
に
変
化
は
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
が
第
七
版
序
言
で
指
摘
し
て
い
た
節
番

号
の
誤
り
は
こ
こ
で
も
や
は
り
繰
り
返
さ
れ
て
し
ま
う
。
本
文
で

は
四
二
三
節
と
さ
れ
て
い
る
が
、
正
し
く
は
第
五
・
増
訂
版
と
同

じ
く
、
四
二
六
節
で
あ
る
。

オ
グ
リ
ス
が
『
基
本
原
理
』
第
一
巻
の
復
刻
に
第
五
・
増
訂
版

を
選
択
し
た
の
は
正
し
か
っ
た
（
し
か
し
、
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
自

（
九
八
五
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
三
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
三
二

代
わ
っ
て
キ
ケ
ロ
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ヘ
イ
に
変
更
さ
れ
た
の
は
な

ぜ
か
。

こ
れ
ら
の
疑
問
の
解
明
は
別
の
機
会
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
さ
ら
に
、『
基
本
原
理
』
第
二
巻
、
第
三
巻
の
構
成
（
と
節

番
号
）
の
検
討
が
残
さ
れ
て
い
る
。

注
（
1
） 

筆
者
が
入
手
し
た
の
は
、
表
題
頁
に
王
冠
の
下
に“E

rberg ”

と
あ
る
円
形
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
が
所
蔵

し
て
い
る
第
二
巻
（
図
２
）
に
も
、
同
じ
蔵
書
印
が
あ
る
。
こ
の

第
二
巻
鉛
筆
書
き
の
書
き
込
み
に
は
、Joseph F

reiherr von 
E

rberg 

（k.k. w
irklicher geheim

er R
ath

）
と
あ
る
。

（
2
） 

オ
グ
リ
ス
が
記
述
し
て
い
る
第
一
巻
初
版
（
一
七
六
五
年
）

の
表
題
は
間
違
っ
て
い
る
。
正
し
い
表
題
は
、S

ätze au
s d

er 
P

olizey, H
n

d
lu

n
gs-u

n
d

 F
in

a
n

z-W
issen

sch
a

ft. Z
um

 
L

eitfaden der akadem
ischen V

orlesungen.

『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、

商
業
学
お
よ
び
財
政
学
の
原
理
。
大
学
講
義
の
手
引
き
』
で
あ
る

（
川
又
、p.185.

）。

（
3
） 

オ
グ
リ
ス
は
、
自
分
が
使
用
し
て
い
る
原
典
の
書
誌
を
記
述
し

て
い
な
い
。
た
だ
し
復
刻
版
に
記
載
さ
れ
て
い
る
表
題
頁
画
像

は
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
本
の
も
の
で
あ
る

（U
niversitätsbibliothek W

ien, S
ign. 185.096. O

gris, p.309.

）。

『
基
本
原
理
』
の
出
版
か
ら
手
を
引
い
た
の
は
な
ぜ
か
。

②
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
第
一
巻
第
四
版
（
一
七
七
四
年
）

と
第
三
版
（
一
七
七
七
年
）
の
構
成
は
同
じ
で
あ
る
。
と
す
れ
ば

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
と
ク
ル
ツ
ベ
ッ
ク
は
一
七
七
四
年
版
を
う
け
て
、

一
七
七
七
年
第
三
版
を
順
番
通
り
に
第
四
版
あ
る
い
は
第
五
版
と

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
版
数
の
変
更
は
な
さ

れ
ず
に
、
第
三
版
の
ま
ま
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
従
っ
て
、
ゾ
ネ

ン
フ
ェ
ル
ス
と
ク
ル
ツ
ベ
ッ
ク
は
な
ぜ
、
一
七
七
七
年
版
を
第
四

版
あ
る
い
は
第
五
版
と
し
な
か
っ
た
の
か
。

③
こ
こ
で
、
第
一
巻
表
題
頁
の
変
更
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
七
七
七
年
ま
で
は
各
版
と
も
、
老
人

が
描
か
れ
て
い
た
が
、
一
七
八
六
年
の
第
五
・
増
訂
版
以
降
、
第

一
巻
に
は
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
（C

harles-L
ouis de S

econdat, 
B

aron de L
a B

rède et de M
ontesquieu. 1689-1755

）
の
、

第
二
巻
に
は
フ
ォ
ル
ボ
ネ
（F

rançois V
éron D

uverger de 
F

orbonnais. 1722-1800

）
の
、
第
三
巻
に
は
シ
ュ
リ
ー
公

（M
axim

ilien de B
éthune, duc de S

ully. 1560-1641

）
の
肖

像
が
描
か
れ
て
い
る
。
な
ぜ
一
七
八
六
年
以
降
、
表
題
頁
が
変
更

さ
れ
た
の
か
。

④
第
五
・
増
訂
版
以
降
、
冒
頭
の
二
つ
の
引
用
文
が
ル
ソ
ー
に

（
九
八
六
）



ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』
第
一
巻
の
改
訂
に
つ
い
て
（
川
又
）

二
三
三

（
9
） 

初
版
の
刊
行
は
一
七
六
五
年
で
あ
り
、「
一
七
六
五
年
か
ら

一
七
七
六
年
」
は
誤
り
で
あ
る
。

（
10
） 

注（
８
）を
参
照
せ
よ
。

（
11
） 

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
存
命
中
な
の
で
、
こ
こ
で
は
当
然
に
第
八

版
は
登
場
し
な
い
。

（
12
） 

「
副
総
裁
フ
ォ
ン
・
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
伝
」
は
、
無
署
名
記
事

で
、「『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
、
商
業
学
お
よ
び
財
政
学
の
基
本
原
理
』。

三
部
。
ウ
ィ
ー
ン
、
一
七
六
五
－
一
七
七
六
年
、
八
折
り
。
第
二

版
、
ウ
ィ
ー
ン
、
一
七
六
九
年
、
八
折
り
。
第
三
版
、
ウ
ィ
ー
ン
、

一
七
七
七
年
、
八
折
り
。
第
四
版
、
ウ
ィ
ー
ン
、
一
七
八
六
年
、

八
折
り
。
第
五
版
、
ウ
ィ
ー
ン
、
一
七
八
七
年
、
八
折
り
。
第
六

版
、
ウ
ィ
ー
ン
、
一
七
九
八
年
、
八
折
り
。」
と
さ
れ
て
い
る

（colum
n 1635

）。

（
13
） 

第
六
版
の
刊
行
年
は
記
載
が
な
い
が
、
序
言
に
「
一
七
九
六

年
七
月
二
十
日
」（1796 Julius 20

）
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
一
応
、
一
七
九
六
年
を
挙
げ
て
お
く
。
あ
わ
せ
て
表
２

を
参
照
せ
よ
。

（
14
） 

こ
の
六
人
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。
ま
ず
、
ト
ラ
ッ
ト
ナ
ー

は
、
一
七
一
七
年
七
月
八
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ギ
ュ
ン
ス
（G

üns

）

郊
外
ヤ
ー
ル
マ
ン
ス
ド
ル
フ
（Jahrm

annsdorf

）
に
生
ま
れ
た
。

ト
ラ
ッ
ト
ナ
ー
は
一
五
歳
の
時
か
ら
印
刷
業
を
学
び
始
め
た
。

一
七
三
九
年
彼
は
ウ
ィ
ー
ン
へ
住
所
を
変
え
、
修
行
す
る
た
め
に

ヨ
ハ
ン
・
ペ
ー
タ
ー
・
フ
ァ
ン
・
ゲ
ー
レ
ン
（Johann P

eter van 
G

helen
）
の
印
刷
所
に
入
っ
た
。
九
年
後
の
一
七
四
八
年
、
後
援

（
4
） 

第
一
巻
第
五
・
増
訂
版
に
は
頁
数
の
誤
記
が
あ
り
、
全
体
で

五
六
二
頁
が
正
し
い
。

（
5
）（
６
）　
オ
グ
リ
ス
は
、
二
八
一
節
を
二
つ
設
け
、
三
一
二
節
か

ら
三
二
二
節
に
節
番
号
を
飛
ば
す
こ
と
で
、
最
終
的
に
四
三
二
節

と
し
て
い
る
。
節
番
号
を
順
番
通
り
に
つ
け
れ
ば
、
正
確
に
は

四
二
五
節
と
な
る
。
表
６
を
参
照
せ
よ
。

（
7
） 

ホ
ル
ツ
マ
ン
と
ポ
ァ
タ
イ
ム
、
そ
し
て
オ
グ
リ
ス
に
示
さ
れ
て

い
る
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
の
訳
書
は
、
筆
者
未
見
で
あ
る
。
ア
ル
タ
ー
は
、

「
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
の

基
本
原
理
』、　
国
王
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
（H

eraclius

）
が
ペ
ル
シ
ャ
語

か
ら
グ
ル
ジ
ア
語
〔
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
〕
に
翻
訳
。
テ
ィ
フ
リ
ス

（T
iflis

）
の
王
室
書
籍
印
刷
所
に
て
、1782

年
、
印
刷
。」
と
記
し
、

そ
の
存
在
に
言
及
し
て
い
る
（A

lter, pp.122-123.

）。
ア
ル
タ
ー
の

言
及
が
正
し
い
と
す
る
と
、
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
『
基
本
原
理
』
の

第
一
巻
は
、
ド
イ
ツ
語
か
ら
ペ
ル
シ
ャ
語
に
翻
訳
さ
れ
、
さ
れ
に
そ

れ
が
グ
ル
ジ
ア
語
〔
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
〕
に
重
訳
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（
8
） 

第
一
巻
第
二
版
に
は
二
つ
の
異
な
る
版
が
あ
る
。
筆
者
が
所

有
し
て
い
る
一
七
六
八
年
版
に
は
索
引
や
正
誤
表
は
な
い
。
し
か

し
、
一
橋
大
学
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
第
一
巻

第
二
版
（F

ranklin:6687

）
は
、
筆
者
所
蔵
本
と
は
異
な
り
、
索

引
や
正
誤
表
が
つ
い
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
文
庫
所
蔵
本
は
、

刊
行
年
が
一
七
六
九
年
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
表
題
頁
の

刊
行
年
印
字
部
分
は
、
四
桁
目
の
数
字
が
か
す
れ
て
お
り
、
八
か

九
か
は
判
然
と
し
て
い
な
い
。

（
九
八
七
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
三
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
三
四

フ
ラ
ン
ク
（P

eter R
. F

rank

）
と
フ
リ
ン
メ
ル
（Johannes 

F
rim

m
el

）
に
よ
れ
ば
、
カ
メ
ジ
ー
ナ
社
（C

am
esina &

 C
om

p.

）

は
、
一
七
九
四
年
か
ら
一
八
一
六
年
ま
で
営
業
し
て
い
る

（F
rank, F

rim
m

el, p.28.

）。
そ
の
間
、
次
の
よ
う
に
所
有
者
が
変

化
し
て
い
る
。

カ
メ
ジ
ー
ナ
社
の
初
代
ヨ
ー
ゼ
フ
・
カ
メ
ジ
ー
ナ
は
、
ミ
ス
ラ

ク
と
の
共
同
所
有
と
い
う
形
で
業
務
を
開
始
し
た
が
、
そ
の
ミ
ラ

ス
ク
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
ヨ
ー
ゼ
フ
は
、
一
七
九
四

年
ま
で
大
学
書
籍
商
と
し
て
活
動
し
、
弟
ア
ル
ベ
ル
ト
・
カ
メ

ジ
ー
ナ
に
業
務
を
引
き
継
い
で
い
る
。

さ
ら
に
ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
・
ホ
イ
プ
ナ
ー
が
、

カメジーナ社の所有者
1794-1798 ヨーゼフ・カメジーナ

（Joseph Camesina. ニ ー
ダ ー エ ス ト ラ イ ヒ の
バーデン 1827 年没）

1794 クリスティアン・フリー
ド リ ヒ・ ミ ス ラ ク

（Christian Friedrich 
Mislać. 1760 年ごろライ
プツィヒ生まれ、ウィー
ン 1794 年 12 月 8 日没）

1798-1813 アルベルト・カメジーナ
（ウィーン［洗礼］1770
年 7 月 26 日、ウィーン
1837 年 5 月 2 日没）

1813-1816 ヨハン・ゴットリープ・
ホイプナー（ライプツィ
ヒ 1778 年 頃 生 ま れ、
ウ ィ ー ン 1859 年 12 月
27 日没）

者
の
援
助
を
受
け
、
印
刷
所
を
購
入
し
て
、
翌
年
に
は
「
大
学

書
籍
印
刷
業
者
」（U

niversitätsbuchdrucker

）
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
宮
廷
と
も
関
係
を
結
び
、
一
七
五
〇
年
に
は
マ
リ

ア
・
テ
レ
ジ
ア
へ
の
謁
見
を
許
さ
れ
た
。
一
七
五
一
年
、
宮
廷

書
籍
商
（H

ofbuchhändler

）
の
特
許
を
得
て
い
る
。
一
七
五
四

年
ゲ
ー
レ
ン
が
亡
く
な
る
と
、
宮
中
業
務
に
お
け
る
「
印
刷
特
許

権
」（P

rivilegium
 im

pressorium

）
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
一
七
五
九
年
に
は
「
領
邦
書
籍
印
刷
業
者
」

（L
andschaftsbuchdrucker

）
と
な
っ
て
い
る
。
植
字
工
、
製
本

工
、
活
字
鋳
造
工
、
銅
版
彫
刻
工
、
銅
版
印
刷
工
を
備
え
た
印
刷

工
場
を
ヨ
ー
ゼ
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
建
設
し
た
。
彼
は
、
ヨ
ー
ゼ
フ

二
世
の
戴
冠
（
一
七
六
四
年
）
の
機
会
に
、
騎
士
身
分
を
申
請
し

て
授
与
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
内
外
で
活
躍
し
た
。

一
七
九
八
年
七
月
三
一
日
没
し
た
（C

f., M
ayer, G

loeter

）。

ク
ル
ツ
ベ
ッ
ク
は
、
一
七
三
六
年
一
一
月
二
一
日
に
生
ま
れ
、

一
七
九
二
年
一
二
月
一
八
日
に
没
し
た
。
一
七
五
五
年
、
父
親
か

ら
大
学
印
刷
業
を
引
き
継
ぎ
、
イ
リ
ュ
リ
ア
語
や
中
近
東
諸
国
の

言
語
の
印
刷
物
に
照
準
を
合
わ
せ
た
。
活
字
印
刷
の
功
績
が
認
知

さ
れ
、
大
学
書
籍
部
（U

niversitätsbuchhandlung

）
を
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
、
活
字
鋳
造
や
印
刷
で
技
術
的
改
良
を

続
け
、
特
許
権
で
保
護
さ
れ
た
上
述
の
ト
ラ
ッ
ト
ナ
ー
と
、
装
丁

の
美
し
さ
や
書
籍
価
格
の
安
さ
で
競
争
し
た
。
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ

ア
は
、
彼
を
一
七
七
六
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
貴
族
身
分

（A
delsstand

）
に
列
し
て
い
る
（C

f., W
., K

.

）。

（
九
八
八
）



ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』
第
一
巻
の
改
訂
に
つ
い
て
（
川
又
）

二
三
五

こ
と
は
大
し
た
こ
と
で
あ
り
、
国
家
が
平
穏
で
法
が
尊
重
さ
れ
る

こ
と
も
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
の
こ
と
が
な
に

も
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
は
現
実
の
も
の
よ

り
も
外
見
上
の
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
政
府
が
服
従
を
得
る

こ
と
だ
け
に
と
ど
ま
る
な
ら
ば
、
服
従
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
が
ま
ま
の
人
間
を
用
い
る
術
を
心
得
る
こ
と

は
よ
い
こ
と
で
あ
る
と
し
て
も
、
人
間
を
あ
る
べ
き
存
在
に
す
る

こ
と
の
ほ
う
が
は
る
か
に
良
い
こ
と
で
あ
る
。
最
も
絶
対
的
な
権

威
と
は
、
人
間
の
内
面
に
ま
で
浸
透
し
、
行
動
に
劣
ら
ず
意
志
に

対
し
て
働
き
か
け
る
権
威
で
あ
る
。」（R

ousseau, p.251. 

坂
上
訳
、

p.74.

）

（
18
） 

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
キ
ケ
ロ
『
予
言
に
つ
い
て
』
の
原
文
を

一
部
変
更
し
て
、
引
用
し
て
い
る
。

“quod m
unus afferre m

ajus, m
eliusve reipublicæ

 possum
us, 

quam
 si docem

us, atque erudim
us juventutem

 ? ” 

（C
icero, 

p.374.

）

「
私
た
ち
は
、
国
家
に
対
し
て
、
若
者
を
教
育
し
訓
練
す
る
こ
と

以
上
に
、
ど
の
よ
う
な
重
要
で
す
ば
ら
し
い
贈
り
物
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
の
か
。」

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
引
用
先
を
『
予
言
に
つ
い
て
』
第
一
巻

第
三
章
と
し
て
い
る
が
、
正
し
く
は
第
二
巻
第
二
章
で
あ
る
。
オ

グ
リ
ス
は
、
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
間
違
い
を
訂
正
せ
ず
、C

icero 
de D

ivin. I. III.

と
記
載
し
て
い
る
（O

gris, p.8.

）。

（
19
） 
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ヘ
イ
（R

ichard H
ey. 1745-1835

）
は
、
数

一
八
一
三
年
に
カ
メ
ジ
ー
ナ
社
を
引
き
継
ぎ
、
一
八
一
六
年
ま
で

経
営
に
従
事
し
た
（F

rank, F
rim

m
el, p.28.

）。
そ
の
後
ホ
イ
プ

ナ
ー
は
、
フ
ォ
ル
ケ
と
一
緒
に
出
版
社
（V

erlag von H
eubner 

und V
olke

）
を
作
り
、
一
八
一
六
年
、
カ
メ
ジ
ー
ナ
社
は
閉
業
し

て
い
る
。
こ
の
ホ
イ
プ
ナ
ー
と
フ
ォ
ル
ケ
の
出
版
社
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
分
か
っ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
フ
ォ
ル
ケ
は
、
独
り
で
出

版
業
に
従
事
す
る
。
フ
ォ
ル
ケ
の
出
版
社
は
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、

イ
タ
リ
ア
語
文
献
の
専
門
業
者
と
見
な
さ
れ
た
。

（
15
） 

各
版
の
書
誌
に
つ
い
て
は
前
稿
（
川
又
、
二
〇
一
七
）
を
参

照
せ
よ
。

（
16
） 

ル
ソ
ー
「
政
治
経
済
論
」
か
ら
の
引
用
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。「

政
治
体
は
、
個
別
的
に
取
り
あ
げ
れ
ば
、
人
間
の
身
体
に
類
似

し
た
、
生
命
を
も
つ
一
つ
の
組
織
体
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
主
権
は
、
頭
を
あ
ら
わ
す
。
法
と
慣
習
は
脳
髄
で
あ
る
。

そ
れ
は
神
経
の
本
源
で
あ
り
、
悟
性
、
意
志
お
よ
び
感
覚
の
中
枢

で
あ
る
。
裁
判
官
と
行
政
官
は
そ
の
機
関
で
あ
る
。
商
業
、
工
業

お
よ
び
農
業
は
共
同
の
生
計
の
資
を
用
意
す
る
口
お
よ
び
胃
で
あ

る
。
公
財
政
は
、
賢
明
な
経
済
が
心
臓
の
役
目
を
し
て
身
体
全
体

に
送
り
返
し
、
栄
養
と
生
命
を
行
き
渡
ら
せ
る
血
液
で
あ
る
。
市

民
は
、
機
関
を
動
か
し
、
生
き
さ
せ
、
働
か
せ
る
胴
体
お
よ
び
手

足
で
あ
る
。」（R

ousseau, p.244. 

坂
上
訳
、pp.66-67.

）

（
17
） 

ル
ソ
ー
「
政
治
経
済
論
」
か
ら
の
引
用
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
共
和
国
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
秩
序
と
平
和
を
行
き
わ
た
ら
せ
る

（
九
八
九
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
三
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
三
六

あ
ろ
う
、
と
私
は
信
じ
る 

（H
ey, pp.2-3.

） 

。」

オ
グ
リ
ス
は
著
者
の
名
前
をH

ey

で
は
な
く
、H

ay

と
記
載
し

て
い
る
（O

gris, p.12.

）

（
20
） 

表
６
を
参
照
せ
よ
。

（
21
） 

こ
れ
ら
各
版
の
改
訂
に
お
い
て
、「
全
体
の
序
論
」
第
二
章
の

題
名
が
変
遷
し
て
い
る
。

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
第
四
版
（
一
七
七
四
年
、
ト
ラ
ッ
ト

ナ
ー
）
で
「
Ⅱ
国
家
学
の
、
そ
し
て
そ
れ
の
領
域
の
主
要
原
理
」

か
ら
「
Ⅱ
国
家
学
の
主
要
原
理
と
そ
れ
ら
の
領
域
」
に
変
更
し
、

第
三
版
（
一
七
七
七
年
、
ク
ル
ツ
ベ
ッ
ク
）
で
も
そ
の
変
更
を
踏

襲
し
て
い
た
。
し
か
し
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
第
五
・
増
訂
版
で
再

「全体の序論」第二章の題名
初版、第二版、
第三版（一七
七〇）

Ⅱ Hauptgrundsatz der 
Staatswissenschaft 
und ihrer Zweige

第四版および
第三版（一七
七七）

Ⅱ Hauptgrundsatz der 
Staatswissenschaft 
und ihre Zweige

第五・増訂版
以降

Ⅱ Hauptgrundsatz der 
Staatswissenschaft, 
und ihrer Zweige

か
月
前
に
刊
行
さ
れ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
プ
ラ
イ
ス
（R

ichard 
P

rice. 1723-1791

）
の
『
市
民
的
自
由
』（O

bservation
s on

 
th

e N
atu

re of C
ivil L

iberty. 1776

）
へ
の
応
答
の
書
を
執
筆

し
て
い
る
。
引
用
文
は
そ
こ
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

〔
§
４
〕「
数
学
は
し
ば
し
ば
と
て
も
難
し
い
と
言
わ
れ
る
。
そ
し

て
数
学
に
相
当
の
時
間
と
関
心
と
を
捧
げ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
ひ

と
は
、
数
学
の
問
題
に
つ
い
て
あ
え
て
語
ろ
う
と
は
し
な
い
。
一
方
、

政
治
学
は
、
理
解
す
る
の
が
簡
単
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
誰

も
が
（
あ
る
い
は
あ
ち
こ
ち
で
ひ
と
は
）
政
治
の
問
題
に
つ
い
て
沈

黙
す
る
こ
と
は
必
要
と
は
考
え
な
い
。
そ
れ
は
単
に
ひ
と
が
、
そ
れ

を
重
大
で
骨
の
折
れ
る
研
究
の
対
象
と
し
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
何
か
を
知
る
と
い
う
現
象
を
手
に
す
る
た
め
に
、
数

学
者
の
場
合
は
自
分
の
考
え
を
区
別
・
整
理
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で

あ
る
。
彼
は
、
数
学
者
の
役
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
、
現
実
の
知

識
を
獲
得
す
る
い
く
つ
か
の
困
難
を
体
験
し
た
に
違
い
な
い
。
し
か

し
政
治
学
に
お
い
て
、
現
象
は
、
現
実
か
ら
も
っ
と
切
り
離
さ
れ
て

い
る
。
政
治
家
の
頭
の
中
で
、
完
全
に
別
個
の
当
惑
し
な
い
一
つ
の

考
え
も
な
し
に
、
政
治
家
は
政
治
の
用
語
と
語
句
を
気
分
次
第
で
使

用
し
て
、
ま
じ
め
に
そ
し
て
慎
み
深
く
考
え
る
ひ
と
全
員
の
ひ
ん

し
ゅ
く
を
買
う
で
あ
ろ
う
。
ひ
と
は
、
自
分
の
問
題
に
つ
い
て
語
る

こ
と
が
で
き
る
と
分
か
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
と
考

え
る
の
で
あ
る
。
誠
実
な
真
理
探
究
者
が
こ
れ
ら
科
学
の
二
部
門
に

専
念
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
彼
は
政
治
学
よ
り
も
数
学
の
ほ

う
が
、
知
識
の
実
際
的
発
展
が
ず
っ
と
容
易
で
あ
る
と
理
解
す
る
で

（
九
九
〇
）
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C
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einr. “Joseph von S
onnenfels, ” in: D

ie 
leben

d
en

 S
ch

riftsteller M
ä

h
ren

s. B
rünn, bey Joseph 

G
eorg T

rafsler. 1812. pp.154-162.
https://reader.digitale-sam
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hdP
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Q
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K
E

w
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qY
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X
E

Q
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E
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D
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C
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C

ivil%
20L

iberty%
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%
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20P

rinciples%
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H
E

Y
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%

20R
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H
A

R
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&
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H
olzm

ann, M
ichael. P

ortheim
, M

ax. “M
aterialien zu einer 

S
onnenfels-B

iographie, ” in: Z
eitschrift für die G

eschichte 
d

er Ju
d

en
 in

 d
er T

sch
ech

oslow
akai. 1. Jahrgang. H

eft 3. 

び
そ
れ
を
従
来
の
表
題
「
Ⅱ
国
家
学
の
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
領
域

の
主
要
原
理
」
に
戻
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
三
版

（
一
七
七
七
年
、
ク
ル
ツ
ベ
ッ
ク
）
の
も
う
ひ
と
つ
の
異
版

（https://books.google.co.jp/books?id=N
ukT

A
A

A
A

Q
A

A
J&

printsec=frontcover&
hl=ja&

source=gbs_ge_sum
m

ary_
r&

cad=0#v=onepage&
q&

f=false

）
で
は
「
国
家
学
の
、
そ
し

て
そ
れ
ら
の
領
域
の
主
要
原
理
」
と
な
っ
て
い
る
。
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 d
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IE
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m
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https://catalog.hathitrust.org/R
ecord/011408443

11.
G

ru
n

d
sätze d

er P
olizey, H

an
d

lu
n

g, u
n

d
 F

in
an

z: von
 

S
on

n
en

fels. Z
u

 d
em

 L
eitfad

en
 d

es politisch
en

 S
tu

d
iu

m
s. 

E
rster T

heil. A
chte A

ufl age. W
ien, 1819, im

 V
erlag von 

H
eubner und V

olke. R
eprint 1970.

W
., K

., “K
urzböck, Joseph R

itter von ” in: A
llgem

ein
e 

D
eu

tsch
e B

iograph
ie. B

d., 17. 1883. pp.431-432.

S
onnenfels Z

u dem
 L

eitfaden des politischen S
tudium

s: 
F

ünfte, verm
ehrte und verbesserte A

uflage. W
ien bei 

Joseph E
dlen von K

urzbek, k. k.  H
ofbuchdrucker G

roß- 
und B

uchhändler. 1786.
7

.
G

ru
n

d
sätze d

er P
olizey, H

an
d

lu
n

g, u
n

d
 F

in
an

z: von
 

S
on

n
en

fels Z
u

 d
em

 L
eitfad

en
 d

es politisch
en

 S
tu

d
iu

m
s: 

F
ünfte, verm

ehrte und verbesserte A
uflage. W

ien bey 
Joseph E

dlen von K
urzbeck, k. k.  H

ofbuchdrucker G
roß- 

und B
uchhändler. 1787.

8
.

G
ru

n
d

sätze d
er P

olizey, H
an

d
lu

n
g, u

n
d

 F
in

an
z von

 
S

on
n

en
fels Z

u
 d

em
 L

eitfad
en

 d
es politisch

en
 S

tu
d

iu
m

s. 
S

echste A
uflage. W

ien, bey A
lbert C

am
esina, B

uchhändler 
in der untern B

reunerstrasse. 

刊
行
年
記
載
な
し
。
九
州
大
学

図
書
館

　C
all num

ber: S
.G

./2014/E

（1
） K

yushu U
niversity 

L
ibrary

9
.

G
ru

n
d

sätze d
er P

olizey, H
an

d
lu

n
g, u

n
d

 F
in

an
z: von

 
S

on
n

en
fels Z

u
 d

em
 L

eitfad
en

 d
es politisch

en
 S

tu
d

iu
m

s. 
S

echste verm
ehrte und verbesserte A

uflage. W
ien bey 

Joseph C
am

esina und K
om

pagnie, in der untern 
B

reunerstrasse. 1798.
10.

G
ru

n
d

sätze d
er P

olizey, H
an

d
lu

n
g, u

n
d

 F
in

an
z: von

 
S

on
n

en
fels Z

u
 d

em
 L

eitfad
en

 d
es politisch

en
 S

tu
d

iu
m

s. 
S

iebente verbesserte A
uflage. W

ien, 1804 in der 
C

am
esinaischen B

ucuhandlung.

（
九
九
三
）
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二
四
〇

both T
rattner and K

urzböck ? B
ut w

hy had T
rattner ended the 

publication of his G
ru

n
d

sätze after the fourth edition 

（1774

）? 
2. W

hy had S
onnenfels and K

urzböck called the edition of 1777 
as the third ? 3. W

hy had S
onnenfels changed the title page ’s 

portrait of the first volum
e from

 an old m
an to M

ontesquieu 

（the second volum
e to F

orbonnais and the third volum
e to 

S
ully

）? 4. W
hy had S

onnenfels changed the tw
o citations from

 
R

ousseau to C
icero and R

ichard H
ey since 1876 

（the fifth 
edition

）?
I m

ust inquire into the second and third volum
e of his 

G
ru

n
d

sätze in the future.

S
um

m
ary

O
n R

evisions to V
ol. 1 of Joseph von Sonnenfels ’ 

G
ru

n
d

sätze d
er P

olizey, H
an

d
lu

n
g, u

n
d

 F
in

an
z and 

the D
iscovery of the Fourth Edition (1774).

P
rofessor H

iroshi K
aw

am
ata, N

ihon 
U

niversity C
ollege of L

aw

I have inquired into S
onnenfels and his G

ru
n

d
sätze in m

y 
preceding paper. T

he existence of the fourth edition w
as totally 

unknow
n to us. A

fter the publication of m
y paper, I luckily 

could get the fourth edition of the first volum
e 

（1774

）. 
T

herefore, its publishing history is described as follow
s. T

he 
first edition of the first volum

e is published in 1765, the second, 
revised and enlarged is in 1768, the third is in 1770 and 1777, 
the fourth is in 1774, the fifth, revised and enlarged is in 1786 
and 1787, the sixth is w

ithout publication year 

［1796?
］, the 

sixth, revised and enlarged is in 1798, the seventh and revised 
is in 1804, the eighth is in 1819. W

erner O
gris says that the 

fourth edition is published in 1786. B
ut I can ’t unfortunately 

find and get it yet.
T

here are still som
e unsolved questions. 1. W

hy had 
S

onnenfels requested the publication of his G
ru

n
d

sätze to 

（
九
九
四
）




